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日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 
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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 
1. 最近の検査命令における追加実施項目                                    (2023 年 7 月上旬)                      

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

7/6 
中国産 

しそ 

腸管出血性大腸菌 

Ｏ26 
強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001118034.pdf 

基準値 陰性  

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。  
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2023 年 7 月上旬～中旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

7/7 
イラン産 

ピスタチオナッツ 
クロルピリホス 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001118993.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

7/7 
インド産 

ひよこ豆 
クロルピリホス 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001118993.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

7/7 
中国産 

しそ 
アトラジン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001118993.pdf 

基準値 0.02 mg/kg – ppm 

7/7 
フランス産 

りんごジュース 
パツリン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001118993.pdf 

基準値 0.050 mg/kg – ppm 

7/13 
ベトナム産 

パッションフルーツ 
シペルメトリン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001120590.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 
 
★ RASFFマンスリーレポート 
EU におけるタイ産品の違反状況                                        (2023 年 7 月上旬～中旬) 
日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

7/6 ドイツ 
オランダ経由の魚の乾物から 

サルモネラ属菌を検出 
alert notification 

7/10 キプロス 
フレーバー飲料から未承認の着色料 E127 を

検出 

border rejection 

notification 

7/18 ノルウェー 生鮮パパイヤから遺伝子組換え体を検出 
Information notification 

for attention 
 
★ 食品の安全性：食品安全警告は依然として多く、2022年には農業食品偽装に対するEUの協力

が強化されました（ECによる情報） 
欧州委員会（EC）は2022年の警戒協力ネットワークの報告書を発表しました。報告書によると、この1

年間に農業食品の偽装行為が大幅に増加し、食品及び飼料に関する早期警告システム（RASFF）が依然

として最も活発なネットワークでした。RASFFを通じて、食品又は飼料に関する健康リスクと関連する

合計4361件の通知がありました。さらに、2554件の行政支援・協力ネットワーク（AAC）の通知、又は

緊急の健康リスクをもたらさない欧州連合の農業食品チェーン規制に関する違反が報告され、さらに

600件の偽装の疑いが通知されました。 

RASFF通知のうち化学物質については例年と同様に残留農薬とカビ毒（アフラトキシン）に関する通知

が多くありました。うち農薬については、2020年1月に食用作物への使用の認可が取り消されたクロル

ピリホスとクロルピリホスメチル、また2020年にインド産ゴマ種子での検出が発端となり現在も問題

が終息していないエチレンオキシド及び代謝物2-クロロエタノールの残留に関する通知が大半を占め

ています。食品偽装の通知では、たびたび話題になっている、蜂蜜及びローヤルゼリーへの糖類の添

加に関する報告の割合が最大でした。  
※詳細は次のURLを御覧下さい。https://ec.europa.eu/newsroom/sante/items/791781/en  
※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.585 の発行は、2023 年 8 月 11 日とさせて頂きます。 
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